
　  これに対して良性の腫瘍や病変では、緩やかな立ち上がりから漸増する増強効果を示すことが多いと言われて

　 います。

　 乳腺MRI検査の有効性

　  文字通り、Ｘ線（レントゲン）やＣＴ、超音波などの画像診断装置で透視を行い、細い医療器具（カテーテ

    ルや針）を入れて、標的となる病気の治療を行っていきます。心臓疾患、肝細胞がんをはじめ多臓器のがん

    治療、下肢血管疾患に加え、外傷性腹腔内出血の緊急止血術などより専門性の高い治療が提供できます。

　  ＩＶＲ（アイ・ブイ・アール）をご存じでしょうか。

　  さまざまな医療場面で活躍の場を広げている治療法で、正確には「Interventional  Radiology ＝ インター

　 ベンショナルラジオロジー」、日本語では「画像下治療」と訳しています。

　  乳腺MRI検査は放射線を使用しない検査で被ばくの心配もなく、腫瘍と正常の組織の鑑別に優れ、また乳房内

　 の腫瘍の広がりを見極める力も大きいなどのメリットがあります。造影剤を使用する場合や撮影時間がかかる

　 などのデメリットはありますが、当院では最も感度（病変の発見率）の高い画像診断をもつ、MRI検査をおす

　 すめします。

　 当院は、日本IVR(インターベンショナルラジオロジー)学会

　 専門医修練認定施設です。
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